
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

留
学
中
に
受
賞
し

た
ク
レ
ラ
ン
ド
金

賞
の
金
メ
ダ
ル

　電気の未来を予測し、その可能性を見通していた
多久市出身の志田林三郎博士。その生誕を記念して、
開催されている「多久市！おもしろキッズサイエン
ス」では子どもたちが科学実験やものづくりの楽し
さを体験しています。今月号は志田博士がどのよう
な人物だったのかご紹介します。
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だし りん ざぶ ろう

志佐　喜栄さん
さし き え

多久市郷土資料館職員

工
部
省
工
学
寮
で

の
１
枚
。
日
本
の

精
鋭
た
ち
が
映
っ

て
い
る
。

　
東
多
久
村
に
生
ま
れ
育
っ
た
志
田
林
三
郎
博
士
は
、
幼
少
の
頃
か
ら
計
算
能

力
が
ず
ば
抜
け
て
高
く
「
神
童
」
と
言
わ
れ
る
程
で
し
た
。
父
を
早
く
失
い
、

貧
し
い
家
庭
で
し
た
が
、
周
り
の
大
人
た
ち
が
そ
の
才
能
を
生
か
せ
る
よ
う
に

と
計
ら
い
、
当
時
の
邑
校
・
東
原
庠
舎
へ
入
学
し
ま
す
。

　
当
時
、
東
原
庠
舎
に
は
優
れ
た
教
師
た
ち
が
揃
い
、
英
語
や
数
学
な
ど
最
先

端
の
学
問
を
教
え
て
い
た
よ
う
で
す
。
そ
し
て
、
電
信
の
父
と
も
言
わ
れ
る
佐

賀
藩
士
石
丸
安
世
と
出
会
い
、
電
気
こ
そ
自
分
が
進
む
道
で
あ
る
と
決
意
を
固

め
ま
し
た
。
　

　
官
費
生
と
し
て
工
部
大
学
校
（
後
の
東
京
大
学 

工
学
部
）
に
進
学
し
、
辰

野
金
吾
な
ど
有
能
な
学
生
た
ち
が
い
る
中
、
首
席
で
卒
業
し
、
後
に
日
本
に
お

け
る
電
気
工
学
の
工
学
士
第
一
号
に
な
り
ま
す
。

　
翌
年
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
学
に
留
学
し
、
ケ
ル
ビ
ン
郷
の

も
と
で
学
び
、
そ
こ
で
書
い
た
論
文
が
年
間
の
最
優
秀
論
文
で
あ
る
「
ク
レ
ラ

ン
ド
金
賞
」
を
受
賞
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
新
聞
で
も
賞
賛
さ
れ
ま
し
た
。

　
帰
国
後
も
、
技
術
官
僚
と
し
て
電
気
の
普
及
に
つ
と
め
、
工
部
大
学
校
日
本

人
初
の
教
授
と
な
る
な
ど
、
技
術
者
の
育
成
に
も
尽
力
し
ま
し
た
。

　
1
8
8
5
年
（
明
治
18
年
）
に
『
導
電
式
無
線
通
信
』
実
験
を
成
功
さ
せ
、

1
8
8
8
年
（
明
治
21
年
）
に
は
日
本
初
の
「
工
学
博
士
」
と
な
り
、
電
気
学

会
を
創
立
す
る
な
ど
、
電
気
界
の
礎
を
築
き
ま
す
。

　
特
に
博
士
の
優
れ
た
先
見
性
が
有
名
と
な
っ
た
の
が
電
気
学
会
第
1
回
通
常

会
で
演
説
し
た
「
将
来
可
能
と
な
る
で
あ
ろ
う
十
余
の
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
技

術
予
測
」
で
す
。
電
気
の
可
能
性
を
語
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
現
実
の
も
の
と

な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
功
績
か
ら
電
気
工
学
の
神
様
と
言
わ
れ
る
志
田
博
士
で
す
が
、
そ

の
才
能
が
開
花
し
た
き
っ
か
け
は
、
周
り
の
大
人
た
ち
に
よ
り
、
学
ぶ
機
会
が

得
ら
れ
た
か
ら
こ
そ
で
す
。
教
育
を
大
事
に
し
た
多
久
の
風
土
が
、
志
田
博
士

の
道
を
拓
き
、
そ
れ
が
日
本
の
電
気
工
学
の
発
展
へ
と
つ
な
が
っ
た
の
で
す
。

い
し
ま
る 

や
す
よ

た
つ

の 

き
ん
ご

今後可能となるであろう十余のエレクトロニクス技術予測

（電気学会第 1回通常会 明治21年 6 月26日）

◎　電線によって、人々は同時に通信を送ったり、受けたりできるようになるだろう。
◎　電線を用いずに遠い海を越えて自由に通信や通話ができるようになるだろう。
◎　磁気の作用によって光を輸送し遠いところに住む人と互いに顔を合わせることもできるよ
うになるだろう。

◎　音声を伝えることはもっと進歩して大阪・長崎どころか外国の地における演奏を東京にい
ながら聴くこともできるだろう。

◎　水力を利用して電気に変えれば夜通し電気で街を明るくすることもできる。
◎　電気によって動く鉄道・船・飛行機などが生まれ、それによって人々が出かける時代にな
る。

◎　話や演説など全ての音声を機械の仕掛けによって記録できる方法も発明されるだろう。
◎　地中や空中の変動を電気で観測していけば地震も前もって予知できる発明や、米や麦の出
来栄えさえ予知できる発明が生まれるかもしれない。

故
郷
・
多
久
市
を

想
っ
て
詠
ん
だ
漢
詩

　
志
田
博
士
の
功
績
を
伝
え
る
た

め
の
情
報
発
信
、
そ
し
て
子
ど
も

た
ち
の
知
的
好
奇
心
・
探
究
心
を

育
む
こ
と
を
目
指
し
、
平
成
22
年

に
発
足
し
た
「
志
田
林
三
郎
顕
彰

会
」。

　
小
学
生
の
理
科
離
れ
が
叫
ば
れ

る
中
、
理
科
や
科
学
に
興
味
を
持

ち
、
好
き
に
な
る
子
ど
も
を
増
や

そ
う
と
、5
年
前
か
ら
志
田
博
士

の
誕
生
日
で
あ
る
12
月
25
日
に
市

内
小
中
学
校
理
科
部
会
の
先
生
方

と
共
に
「
多
久
市
！
お
も
し
ろ

キ
ッ
ズ
サ
イ
エ
ン
ス
」
開
催
し
て

い
ま
す
。

　
市
内
の
小
学
生
を
対
象
と
し
、

工
作
か
ら
実
験
ま
で
を
行
う
楽
し

い
内
容
に
参
加
人
数
も
年
々
増

え
、
昨
年
は
1
5
0
人
が
集
い
集

中
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
博
士
の
こ
と
を
身
近
に

感
じ
て
も
ら
お
う
と
小
中
一
貫
校

に
博
士
の
レ
リ
ー
フ
を
寄
贈
す
る

な
ど
、
多
久
か
ら
こ
の
よ
う
な
偉

人
が
で
た
ん
だ
と
、
子
ど
も
た
ち

の
希
望
に
な
れ
ば
と
取
り
組
ま
れ

て
い
ま
す
。

多
久
市
！
お
も
し
ろ
キ
ッ
ズ
サ
イ
エ
ン
ス

今
年
も
あ
る
よ
！

12
月
25
日
︵
日
︶ 

中
央
公
民
館

場 日

安政2年12月25日～明治25
年1月4日。
日本の物理学者・電気工学
者。日本初の工学博士であ
り、電気学会創設者。逓信
省初代工務局長。
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